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ソ連共産党の支配下の地方ソビエト
一一モスクワ市オクチャーブリ地区ソビエトの実証研究1988--90年一一一

中村逸郎

1. 問題の提起

ソ連共産党は、 1991年8月クーデター失敗の直後に解体してしまったが、長い間、ソ連社会

における唯一の政治権力者であった。上は政府機関から、下は企業、農業施設、学校、軍隊な

ど社会の底辺にいたるほとんどの職場に、党の末端組織である初級党組織を配置し(1)、これら

を通して社会の動きを統制してきた。

共産党は、旧ソ連邦憲法第6条の中で、ソ連社会の指導権力と定められ、唯一の政党として

政治権力を独占してきた。社会の中に、他の政治勢力が合法的に存在しないために、共産党

は、あからさまな政治闘争を行うようなことはなかった。ソ連社会のいたるところに党組織を

張り巡らせ、政治権力を独占している共産党は、政党というよりも、ソ連国家そのものに近い

と考えられた。

しかし正式には、ソ連邦を構成しているのは、共産党ではなく「ソビエトJである。ソビエ

トは、ソ連国家の立法機関であり、頂点にはソ連邦最高ソビエト、底辺には地区ソビエトまた

は村ソビエトが位置する。これら頂点と底辺の聞には、共和国ソビエト、州ソビエト、市ソビ

エトが介在し、ソビエトはソ連邦を構成する骨組みとなっている。

ところが、ソビエトは共産党に支配され、国家の立法機関としての自立性を失っている。正

確にいえば、政治組織の共産党と立法機関のソビエトは性質的にはまったく別個の組織であ

る。しかしそれにもかかわらず、現実には、両者は複雑に交わっている。共産党の指導機関

は、ソビエトのピラミツド型の構成に対応して設置されており、各級ソビエトを共産党の各級

機関が指導しているために、ソビエトの機能は形骸化してしまったのである。

共産党とソビエトの関係は、ソ連政治研究者にとって、ソ連政治を考える際の最も重要な

テーマである。というのは、ソ連の政策はソビエトではなく、実際には共産党によって決定さ

れているからである。そもそも共産党の決議は、党員にたいしてのみ拘束力をもっているので

あって、非党員の国民を拘束するものではない。これにたいして、ソビエトの決議は建前的に

は、有権者によって選出された人民代議員が採択しており、党員であろうとなかろうと全国民

を拘束する。このように共産党よりもソビエトのほうが、国民会体にあたえる影響力ははるか

に大きいはずである。それにもかかわらず、ソ連国家の重要な政策はソビエトではなく、共産

党によって決定され、共産党の決議が、そのままソ連国家の決定であるかのように考えられ

た。だが共産党の活動内容が秘密になっているために、政策決定過程はどのようになっている

のか、ソビエトと共産党はどう関係しているのかを解明することは困難であった。両者を区分

けすることは、現実には不可能に近い、とロシア政治学会会長のシャフナザーロフも認めてお

り(2)、両者の関係は、実証的に研究されてこなかった。
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とりわけ、地区ソビエトと地区党委員会の関係は、欧米諸国だけではなく、ソ連国内の政治

学者にも知られることがほとんどなく、地区ソビエトが政治学の研究対象になることはなかっ

た。共産党の資料が非公開であったうえに、ほとんどの地区が固有の新聞を持っていないため

に、情報が入手できなかったからである。住民たちは、もっとも身近に接している政治から閉

め出されていた。

そこで本稿では、モスクワ市の地区の一つであるオクチャーブリ地区ソビエトを事例にし

て、ソビエトがオクチャーブリ地区党委員会によってどのように統制されているかについて、

実証的に検討する。そしてこの研究を通して、ソ連社会の底辺における重要な政治構造を解明

する。

ゴルバチョフ元ソ連邦大統領は、 1985年にソ連共産党書記長に就任し、共産党とソビエトの

ペレストロイカを唱えた。本稿では、 1988年から90年までの期聞を扱っているが、オク

チャーブリ地区党委員会と地区ソビエトの内部資料を見る限リ、ほとんど「ペレストロイカ」

という言葉は出てこない。ペレストロイカが唱えられているにもかかわらず、共産党とソビエ

トはペレストロイカに関係なく旧来通りに活動している。

逆にいえば、このペレストロイカし切れない部分にこそ、ソ連政治の抱える本質的な問題が

潜んでいる。じつはこの問題が、地区党委員会による地区ソビエトの支配なのであリ、共産党

そのものがペレストロイカの障害になっている。共産党の支配が続く限リ、全国民の意思はソ

ビエトを通して形成されず、ソビエトは共産党への単なる従属機関に過ぎない。地区党委員会

は、地区ソビエトを従属下におくために「カードルの配置にたいする統制J rカードルの活動

にたいする統制J r地区ソビエトの中の共産党組織を通しての統制Jどいう三つの方法を用い

て支配しており、本稿のねらいは、これらの方法を個別に分析し、共産党によるソビエトの支

配を特徴づけることにある。

ところで、このような研究が可能となったのは、 1988年以降、オクチヤーブリ地区党委員会

を研究対象に設定し、偶然にも党の資料を入手できたからであるべただ注意を喚起しておき

たいことは、オクチヤーブリ地区というのは、ソ連の末端の一地域にすぎないということであ

る。もちろん、すぐ後にオクチャープリ地区の特徴について言及するが、この研究結果が、ソ

連の政治全体にたいして、どれだけの普遍性をもっているかは疑問である。

しかし逆にいえば、本研究の普遍性は、ソ連の各地域について同様な研究を行い、その調査

結果と比較しない限り証明されないが、それを行うことは現実には不可能に近い。というの

は、 1991年8月クーデターの後、地方レベルの共産党の資料はほとんど焼却されてしまったか

らである。ただ共産党の支配は、中央集権制を特徴としているために、オクチャーブリ地区で

見られる共産党のソビエトにたいする統制形態は、ほかの地域でもほとんど同じであると推測

できる。後で詳しく言及するが、たとえばオクチャーブリ地区ソビエトのカードル人事の慣習

は、モスクワ市内のほかの地区でも同じである。

それはともかく、本稿では、オクチヤーブリ地区の研究の限界を念頭に入れながら、事実を

極端に抽象化することはできるだけ避けるように努める。
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2. オクチャーフリ地区ソビエ卜の政治機構

ソビエトが共産党からどのような統制を受けているかについて分析するのが本稿の目的であ

るが、そのまえに、オクチャーブリ地区ソビエトの制度について紹介しよう。オクチャーブリ

地区は、モスクワ市がかかえる32の地区の一つで、市のほぼ中央に位置し、モスクワ川にそっ

て南北に細長く伸びている。北端はクレムリン宮殿にのぞみ、居住人口は23万人、労働人口は

20万人である。この地区にはアカデミー機関が多く、学術の町と呼ばれている(4)。

オクチャーブリ地区人民代議員ソビエトの建物は、地区のほぼ中央にあり、オクチャーブリ

地区党委員会と同じ建物の中に入っている。 1、2階には地区ソビエトが、 3、4階には地区党委

員会がある。先にソビエトと交わる形で共産党の指導機関が設置されていると指摘したが、両

者が同一の建物に入っている事実は、まさにこのことを象徴的に物語っているといえよう。

地区ソビエトは、人民代議員たちが構成する「ソビエトJ(立法機関)と「執行委員会J(執

行機関)から成っており、執行委員会は建前上、ソビエトが採択する決議を実施する義務を

負っている。

地区ソビエトの人民代議員の定数は、地区の総人口に比例しており、オクチャーブリ地区ソ

ビエトの場合は、 300名である(5)。人民代議員の選挙は、通常2年半に一度、 「小選挙区制Jで

実施され、地区全体が300の選挙区に分けられ、ひとつの選挙区から1名の人民代議員が選出さ

れる。

人民代議員の構成(1991年1月現在)をみると、共産党員は169名(全人民代議員の56%)、

コムソモール員(共産党の青年組織)は55名(18%)である。共産党員とコムソモール員は、地

区党委員会の指導下にあり、全議席数の74%を占めている倒。彼らが地区ソビエトの中で、ど

のような役割を果たしているかについては、後で詳しく分析する。

ここで注目しておきたいことは、人民代議員の95名(全人民代議員の32%)だけがオク

チャーブリ地区に住んでいることである。なぜこのようなことになるかといえば、人民代議員

の候補者の選出は、ほとんどの場合、地区内の職場で行われており、たとえオクチャーブリ地

区に住んで、いなくても、地区内の企業で働いていることを条件に、人民代議員の候補者に選出

されるからである。オクチャーブリ地区に住んでいない人民代議員は68%を占め、この地区の

生産活動のみに携わっているために、住居を拠点とするオクチヤーブリ地区で生じる消費生活

の問題については関わりが薄い。地区住民の劣悪な消費生活が、しばしば批判されるが、社会

の末端レベルでソビエトの取り組みが弱くなっているのは、人民代議員の選出が生産単位を基

盤にしているからである。

次に地区人民代議員300名は、二つのグループに分かれて活動しており、そのひとつは「小

地域別人民代議員グループJである。地区全体が24の小地域に分割され、人民代議員は、自分

の選挙区が入っているグループに所属する。ひとつのグループの平均構成員は、 12名である。

人民代議員たちが構成するもうひとつの活動グループは、 「企業別人民代議員グループJで、

地区内の四つの大工場で働く人民代議員が構成している。この工場とは、“クラスヌイ・プロ

レタリー"工場、オルジョニキーゼ名称機械制作工場、第2国立ベアリング工場、“クラスヌイ
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-オクチャーブリ"工場といったソ連邦を代表する工場である。人民代議員が最も多いのは

“クラスヌイ・オクチャーブリ"工場で、 10名の人民代議員が勤務している。

また人民代議員300名は、問題別ごとに15の「常設委員会」に所属している(7)。委員会の名

称は、 「計画・予算委員会J r福祉と自然環境保全委員会J r日常生活サービス委員会J r女

性の労働と生活、母と子の権利保護委員会J r青年問題委員会J r住居問題委員会J r社会保

障委員会J r文化委員会J r国民教育委員会J r公共食堂委員会J r工業、交通、郵便委員

会J r社会主義的合法性と社会秩序保全委員会J r建設委員会J r商業委員会J r体育教育と

スポーツ委員会」である。各委員会の責任者は、議長である。

ところで人民代議員たちは、地区ソビエトの指導者となる議長、第一副議長、 4人の副議

長、書記を、自分たちの中から選出する。この7名の地区ソビエト人民代議員は、ソビエトの

決議を実施する「執行委員会jの指導者として、専任で勤務している。彼ら以外の人民代議員

は、専任で勤務しているわけではなく、通常は工場とか研究所といった本来の職場で働いてい

る。ソビエトの開会中とか、所属する人民代議員グループや常設委員会の会合が開かれる時だ

け活動する。

地区ソビエト議長は、ソビエトの立法機関と執行機関の最高責任者であり、副議長と書記に

は、担当問題が定められている。第一副議長には住宅問題、 4人の副議長には各自、建設と設

備改善の問題、工業と協同組合の問題、有料サービス企業の問題、商業問題、福祉-教育問

題、書記には文化・スポーツの問題が割り当てられている。

地区ソビエト大会は年に3、4回開催されるが、閉幕期間にソビエトにかわって決議を採択す

る立法機関に「執行委員会会議」が設けられている。この会議は、 13名から構成されており、

2週間に一度開催される。 会議の構成メンバーは、 人民代議員たちによって選出され、地区ソ

ビエト議長、 5名の副議長、書記のほかに、 7名の人民代議員が加わる(8)。このメンバーの選出

に地区党委員会がどのように関わっているかについては、後で述べることにする。

執行委員会には、五つの部、 「住宅経営・修理部J r工業・有料サービス発展部J r商業・公

共給食部J r社会発展環境部J r総務部」がある。ここには、総勢86名の職員が勤務してお
り、彼らは一言でいえば官僚であって、人民代議員ではない。重要なことは、職員の60%が共

産党員であり、執行委員会の中に設置されている「初級党組織」を構成していることである。

この初級党組織は、地区党委員会に従属しており、執行委員会の中で、果たす役割については、

後で詳細に検討することにする。 7人の党員から成る「党ビューロー」が、初級党組織の最高

指導機関であり、書記は、地区ソビエト議長補佐官である。

3. 地区ソビエトにたいする地区党委員会の統制

(A)カードルの配置にたいする統制

地区ソビエトの指導者は、議長、副議長、書記である。ここでは彼らの全員が、共産党員で

あることに注目したい。しかも、これら7名の中の6名が、共産党の指導機関で活動したという

経歴をもっている(9)。唯一の例外は、地区ソビエト議長で、党機関での活動経験をもたない。
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彼は、オクチャープリ修理・建設トラスト支配人、地区ソビエト第一副議長を経て議長に就任

している。

地区ソビエト議長が党指導機関での勤務経験をもっていないのは、オクチャーブリ地区ソビ

エトでは、歴史的に振り返っても例外的なことではなく、またモスクワ市を見る限り、オク

チャーブリ地区以外でもそのような事例はある。というのは、 1970年代以降、共産党とソビエ

トは別個の組織であり、それぞれが自立性を有するべきだという議論が、ソ連の政治学者の間

で公然、と交わされるようになり、しばしばソ連政治に影響をあたえたからである。

ソ連の政治学者の聞の議論については、ロナルド・ヒルがすでに1980年の著書で紹介してい

る(101。またアンドロポフやチェルネンコといったソ連共産党書記長たちが、ソ連最高ソビエト

幹部会議長を兼任しなかったように、オクチャーブリ地区ソビエト議長が共産党の指導機関で

の活動経験をもっていないことは、鷺くべきことではないのである。

他方で、地区ソビエト議長以外の全員の指導者が、党指導機関での活動を経験している。第

一副議長は、オクチャーブリ地区党委員会の上級機関であるモスクワ市党委員会での勤務を経

験し、残りの3人の副議長と書記は、オクチャーブリ地区党委員会で勤務していたことがあ

り、全員が部長という要職に就いていた。

このように、上級党機関と地区党委員会で活動したことのあるメンバーが、地区ソビエトの

指導者として配置されている。たとえ地区ソビエト議長だけが、党の指導機関での活動経歴を

もたなくても、共産党とソビエトの聞の関係に、支障がないような人員の配置になっている。

地区ソビエトと地区党委員会の関係をみる場合、とリわけ地区ソビエト書記の役割が大切で

あることがわかる。その理由は、彼が地区党委員会と地区ソビエト執行委員会の関係を直接に

調整しているからである。

地区党委員会の事実上の最高議決機関である「ビュー口一」会議のメンバーに、たしかに地

区ソビエト議長が加わっている(11)。ビューロー会議は、 2週間に一度の割合で開催され、議長

はこの会議に出席している。ピ、ユーロー会議の議題は、地区内の政治問題だけではなく、経

済、商業活動、文化・スポーツといった全領域に及んでいる112)

他方で、地区ソビエト書記は、地区党委員会との実務的な関係を担当している。彼は、地区

党委員会で毎週水曜日9時から開催される「事務会議」に出席し、定期的に地区党委員会との

調整に当たる。この会議には、地区党委員会からは第一書記と2人の書記、 5人の各部長が参加

しており、地区ソビエト書記は彼らと定期的に接触している。議長が2週間に一度、ビュー

ロー会議に参加しているのにたいして、書記は毎週地区党委員会の会議に出席していることか

らわかるように、書記の役割は重要である。

というのは、地区党委員会の中では、たしかにピユーロー会議が最高議決機関になっている

が、現実には地区党委員会で勤務する官僚たちの役割が大きいからである。官僚たちが作成す

る決議案がそのまま、ピユーロー会議で承認されることがほとんである{問。したがって、

ピ、ユーロー会議に出席する地区ソビエト議長よりも、党官僚たちとの毎週一度の会議に出席し

ている地区ソビエト書記の役割が重要なのである。

地区党委員会と地区ソビエトの実務的な関係を円滑に進めるために、地区ソビエト書記に、

地区党委員会組織部長が就任することが慣例となっている。この人事は、オクチャーブリ地区
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ソビエトだけの例外ではなく、モスクワ市内のほかの地区ソビエトでもほとんどの場合そのよ

うになっている。じつは後で述べるように、地区党委員会組織部長は、地区ソビエトを監督・

指導する地区党委員会の責任者なのである。組織部長が、地区ソビエト書記に転出する限リ、

党とソビエトの関係は密接になりやすい。

カードルの配置の問題で、次に注目したいのは、地区ソビエト議長、副議長、書記が、地区

党委員会総会の委員を兼任していることである。地区党委員会総会は、 3ヵ月に一度開催さ

れ、地区党委員会の議決機関の一つになっている(14)。地区ソビエトの議長、副議長、書記は、

地区党委員会総会に参加し、ここでの決議を党員として地区ソビエトで実施しなければならな

い義務を負っている。地区党委員会総会委員の氏名は、地区党委員会組織部が所有している

ノーメンクラトゥーラに掲載されている(15)。

ここで少し補足しておきたいことは、地区ソビエトの大会が開催されていない期間中に、そ

れににかわる議決機関に「地区ソビエト執行委員会会議Jがあることだ。この会議のメンバー

には、地区ソビエトからは議長、副議長、書記が、地区党委員会からは第一書記が参加してい

る。第一書記は人民代議員であり、当然この会議のメンバーになる資格がある。第一書記はこ

のメンバーに選出されることによって、地区ソビエトの活動を指導できるのである。

(8)力一ドルの活動にたいする統制

地区ソビエトの指導者の全員が党員であり、その配置に地区党委員会が慎重であることにつ

いて述べてきた。彼らは、共産党員である限り、党の決議を実施すべき義務を負っている。地

区党委員会は、地区ソビエト執行委員会の活動にたえず、関心を払っており、地区ソビエトの指

導者が、共産党員として、党の決議を確実に遂行しているかどうかについて、定期的に審査し

ている o

ここで問題となるのは、地区ソビエト執行委員会の指導者は、党の決定に従わなければなら

ないが、同時に人民代議員である限りでは、有権者にも拘束される点である。しかし共産党

が、社会の唯一の支配勢力としてソビエトを支配している限り、地区ソビエトの指導者たち

は、自分を選出した有権者よりも、共産党への忠誠心が大きい。共産党がソ連社会で権威を有

している問、地区ソビエトの指導者たちは共産党と有権者の聞の板挟みになることはない。

ただ、 1989年3月に実施されたソ連邦人民代議員選挙で、エリツインが党員候補者に圧勝し

た以降、共産党の権威が失墜し始め、 90年3月に共産党の一党支配を保障していた憲法6条が削

除され、ソ連社会に多党制が導入されると、地区ソビエトの指導者たちは、共産党と有権者の

間に生じた意志と利害の溝に悩むことになる。この問題については、本稿の最後にもう一度考

えることにする。

話を元に戻そう。地区ソビエトの指導者にたいする活動審査は、地区党委員会ビュー口一会

議で実施されている。 1988年と89年には、 2人の指導者(ゲラシモフ副議長とステエシャコー

フ第一副議長)にたいする活動審査が実施された。

ここでは、地区内の住居問題を担当しているステェシャコーフの審査内容を紹介し、地区ソ

ビエトの指導者にたいする共産党の統制の特質について考える。ビューロー会議に提出された
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「ステェシャコーフの活動報告書Jに署名しているのは、地区党委員会第一書記である。

ビ、ユーロー会議議事緑(16)を、少し長くなるが引用してみよう。

同志ステェシャコープ・コンスタンティン・ドミトリーヴィチ、 1945年生、ロシア人、 70年

に入党、高等教育終了、 74年にプレハーノフ名称モスクワ国民経済大学卒業、専攻は労働経

済。 63年にオレンブルク州サラクタシュシキ一地区財政部で、経済専門家として勤務。 64年から

67年までソ連軍に服役。 68年から74年までモスクワ市内の鉄鋼組立第2コンビナートで技術者

として勤務。 74年から77年までこのコンビナートの党ビューロー専従書記、 77年から80年ま

でソ連共産党ヴォルゴグラード地区党委員会工業・交通部長、 80年から86年までモスクワ市党

委員会経済部員。

モスクワ市党委員会の職務にある時、オクチャーブリ地区の諸問題に誠実に対処し、 81年に

オクチャーブリ地区ソビエト人民代議員に初当選し、 86年4月から地区ソビエト第一副議長に

就任、住居問題と水道、ガス、電気の供給問題を担当している。常識と指導性を備えた活動家

として、問題の解決にむけて、地区内の経営幹部を動員するのに成功した。市民と定期的に面

会し、 「公開状の日」と「直通電話」の開催に積極的に参加し、党員集会では、地区ソビエト

執行委員会初級党組織党ビ、ユーロー活動の改善のための具体的な提案を行っている。

しかし同時に、ステェシャコーフは、地区ソビエト第一副議長としての活動に、怠慢と欠陥

が見られる。彼の管理する部局のどれもが、活動の一貫性と整合性を欠いている。幹部の責任

を、厳しく追求しておらず、ブリガード制の導入に積極的でない。また第一副議長であるにも

かかわらず、上級ソビエトと地区ソビエトの決議の実施に充分な関心を払っていない。住民の

投書で提起される問題に充分な注意を払っていないために、生活環境の整備、粗大ゴミの撤去

が、適時に実施されていないことを指摘する苦情がいっこうに減少しない。他方で、共産党の

上級機関と上級ソビエト機関へ訴える投書が増えている。

アパートの居住者を、修理期間中に別の場所に引っ越しさせる問題が、間違って計画されて

いる。さらにアパートの修理がしばしば悪質で、実際に入居できないことがある。またパート

の入居状況をきちんと管理していないために、空いている住居を有効的に運用できずにいる。

このような議論の余地のない問題は、ステェシャコーフが担当する地区ソビエト執行委員会の

活動の誤リによって引き起こされている。

以上に引用した地区党委員会ビ、ユーロー会議の「ステエシャコーフ活動報告書Jの内容につ

いて検討しよう。まず最初の段落で、ステェシャコーフの経歴が紹介され、次に彼の活動が高

く評価されている。しかし、さらに続けて読むと、彼の活動についての本格的な審査は、これ

から始まることがわかる。つまり、活動の欠陥についての指摘へと移っていくのである。

活動報告書の構成は、ピユーロー会議に提出される他の文書のパターンと同じで、評価から

欠陥の指摘への移行部分の書き出しは、 「しかし同時にJという言葉でもって始まる(17)。ス

テェシャコープの活動についての指摘は確かに厳しいが、その内容はイデオロギー的なもので

はなく、むしろ彼の行政官としての実務能力が批判されているのが特徴である。だが、一般に

長所と短所は複雑に絡み合っており、 「しかし同時に」という言葉でもって、単に並列される
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ほどに単純ではない。地区ソビエトの指導者にたいする活動審査は、機械的に活動の長所と短

所だけをあげているようである。そのようになる原因は、地区党委員会自体が、地区ソビエト

についての政策をもっていないからである。もし何らかの政策をもっているならば、活動審査

はもっと体系的になるはずである。

ステェシャコーフにたいする批判を行った後、ピ‘ユーロー会議は、彼が欠陥を克服するため

に努力している今日の姿勢を評価し、次のように決議している。

以上のことにかんして注目しておくべきことは、ステェシャコーフは自分の専門的知識と政

治的知識を向上させようと常に努力していることである。 86年にソ連邦閣僚会議付属国民経済

アカデミ一国家管理上級指導者資格向上大学で学習し、現在は政治学習システムにもとづいて

独自に学んでいる。地区ソビエト執行委員会の中で、彼は今では権威と尊敬を得ている。

1. 地区ソビエト第一副議長ステェシャコーフK且.の活動を承認する。

2. 地区ソビエト執行委員会(同志ラリオーノフIO.M.)は、地区ソビエト第一副議長ス

テェシャコーフの活動にかんして指摘された欠陥を克服するために、必要な援助を提

供しなければならない。党員ステェシャコーフにたいする党員証明書を承認する。

(C)地区ソビエ卜の中の共産党組織を通しての統制

地区ソビエトの中には、共産党に所属する人民代議員たちが構成する「党グループJと地区

ソビエト執行委員会の専従職員の中の共産党員たちが参加する「初級党組織」がある。地区党

委員会は、この二つの党組織を通して、地区ソビエトを統制している。

a. 党グループ

「党グループJとは、共産党が各職場に設置している初級党組織とは別の党組織である。党

グループは、ソビエトと社会団体の中に党員数が3名以上いることを条件に設置される(18)。オ

クチャーブリ地区ソビエト人民代議員の中にも、共産党員たちが構成する党グループが組織さ

れている。 90年1月現在、 300人の人民代議員の中の169人が共産党員または党員候補者で、全

体の56%を占めている。

党グループの活動を指導するのは、これに対応して設置されている共産党の指導機関であ

る。たとえばソビエトは、連邦レベルから末端の地区レベルにまで設置されており、上から順

にソ連共産党中央委員会、共和国共産党、州党委員会、市党委員会、地区党委員会のどれか

が、対応するソビエトの党グループを指導している。

地区ソビエト人民代議員の党グループを指導しているのは、人民代議員である地区党委員会

の第一書記と組織部長である。党グループの指導者は「党グループ議長Jで、これには第一書

記、 「党グループ副議長Jには組織部長が就任することが慣例となっている。この人選は、党

グループの会議で正式に承認される。

党グループの活動を日常的に管理しているのは、地区党委員会組織部長で、党グループの会

議で検討される問題を作成している。すでに述べたように、組織部長は地区ソビエト書記に転
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出する場合が多いが、その理由は、組織部長は地区ソビエトの活動に精通しているからであ

る。

ところで、党グループの会議は、 3カ月に一度開催されており、主な議題は、 「党員・人民

代議員の活動報告J r地区ソビエトの指導者の配置の問題J r地区ソビエトに設置されている

常設委員会の構成メンバーの選抜」である。これらの議題は、地区党委員会組織部が作成して

おり、以下では各議題について検討してみよう。

地区ソビエトの要職に就いている人民代議員は、党員としての活動報告を党員グループ会議

で求められる。 89年の党員・人民代議員の活動報告実施計画(19)は、以下の通りである。代議員

に質問したところ、会議では人民代議員が活動内容を報告し、簡単に事務的な質疑応答を交わ

して終了し、政策論争が行われることはないという。

1. 党員・代議員同志シエヴエレョーフ(第四小地域代議員グループ議長)の住民活動への

参加についての報告。

2. 党員・代議員同志ゲラーシモフ(地区ソビエト執行委員会副議長)が担当する地区ソビ

エト執行委員会の部局のカードルの選抜、配置、養成に関する活動報告。

3. 党員-代議員同志ゴルジエーンコの常設商業委員会での活動報告。

4. 地区人民代議員ソビエト選挙の準備に関する党員・代議員の任務について。

ところで、党グループの最も重要な活動は、地区ソビエトの新指導部を地区ソビエトに推薦

することである。党員・人民代議員は、全人民代議員の56%を占めていることについてはすで

に指摘したが、党グループの決議は、地区ソビエト大会での決議の採択に通じる。このため党

グループ会議は、非常に重要なのである。新指導部の人事案は、党グループの副議長である地

区党委員会組織部長が作成し、まず地区党委員会ビューロー会議で検討され、その後で党グ

ループの会議に提出される。地区ソビエトの指導部の新しいメンバーについて審議する党グ

ループの会議は、地区ソビエト人民代議員選挙後に開会される、地区ソビエトの第1回目の大

会が始まる直前(通常は4時間前)に開催される。

第20次オクチャーブリ地毘ソビエト人民代議員大会の開幕に先だって、 87年7月2日に開催

された党グループ会識を、速記録を用いて以下に再現しよう(20)。出席した人民代議員数は151

名、 18名が欠席した。最初に地区ソビエトの新指導部の選抜から始まった。司会を務める地区

党委員会第一書記の発言から紹介しよう。

同志諸君、今日党グループ会議に出席を登録する際、地区ソビエトの新しい指導部の人事案

を受け取られたはずです。全員が受け取りましたか。…・・・はい。私が草案を読み上げます。地

区ソビエト議長に、ラリオーノフ・ユーリー・イヴ、アーノヴィチを推薦する提案があります。

全員が彼を知っていますね。質問がありますか。なし。彼はこの役職には1981年から就いてい

ます。

地区ソビエト第一副議長には、スチエシャーコフ・コンスターチン・ドミトリーヴッチを推

薦する提案があります。地区ソビエトの4人の副議長には、新人のアノーヒン・アンドレイ・イ
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ヴァーノヴィチ、 1981年2月から就任しているゲラーシモフ・ヴラジミール・イヴァーノヴイ

チ、さらに1986年5月から就いているゴンチャ一口フ・ヴアレーリ・ドミトリーエヴィチ、

1982年から勤務しているリヤボーヴア・ライーサ・イヴアーノヴィチの提案があります。そし

て最後に、地区ソビエト書記には、 1985年から勤務しているグラードシェフ・ヴラジミール・

ヴラジミーロヴィチの提案があります。

では、候補者の一人ひとりにたいする質問に移ります。ラリオーノフ・ユーリー・イヴァー

ノヴィチ(地区ソビエト議長)への質問、反対、または辞退がありますか。・…・・なし。彼をオク

チャーブリ地区ソビエト議長に選出するように、地区ソビエトに推薦することに賛成の諸君は

挙手をお願いします。-…・・反対の人は。…・・・なし。棄権する人は。・…・・なし。全員一致で採択さ

れました

地区ソビエト議長と同様に、副議長にたいしても会場から質問が出ず、地区ソビエト議長と

副議長の各候補者を、地区ソビエトに推薦することが全員一致で決まった。ここで注目すべき

ことは、推薦の理由、候補者の政見演説などがまったく行われなかったことである。党グルー

プ会議は重要な役割を担っているにもかかわらず、ただ一方的に各候補者の氏名が読み上げら

れるだけで、政策論争やポストをめぐる権力抗争といった、政治でおなじみの風景は見られな

し¥

次に地区ソビエトが開催されていない期間中に、地区ソビエトとしての決議を採択する「地

区ソビエト人民代議員執行委員会会議jの13名のメンバーの選出に移った。地区党委員会第一

書記が、 13名の候補者の氏名を読み上げ、各人の職業と勤務場所を紹‘介した。候補者の中に

は、 2名の非党員が含まれているが、人民代議員の間で名前の知れている人ばかりで、地区党

委員会第一書記の紹介も簡単である。

地区ソビエト執行委員会会議に、次の同志諸君を推薦するようにという提案があります。

ヴィノグラーダ・ナターリア・ヴィクトローヴナ、彼女は非党員ですが、仕事がよくできるこ

とについては、諸君もご存知のことと思います。ジレーズノーパ・ユーリヤ・ドミトリーエ

ヴィチヤ、彼女は鉄鋼・鋼鉄大学の学長です。ビズロードナヤ・ガリーナ・ペトローヴィチ(第

19中学校長)は、今回はじめて推薦されましたが、彼女が勤務する中学校の運営は良好です。

私の名前、スヴ、エーチク・フヨードル・フヨードロヴィチも挙がっています。・…・・(省略)……

アノーヒン・アンドレイ・イヴアノヴィチ、彼はこのメンバーにはじめて推薦されました。も

しかすると、なにか質問があるのではないでしょうか。現在彼は、“クラースヌイ・プロレタ

リー"工場の党委員会副書記として働いています。多くの人たちが、彼を知っているはずで

す。彼は建設工事に従事したことがあり、このことを考慮して、推薦されました。

リヤボウヴ、ア・ライーサ・イヴァーノヴナ、彼女は以前から私たちと一緒に働いています。

彼女の能力については、すでに点検済みです。彼女にたいする質問はないでしょう。彼女を抜

擢したいとする上級機関から、彼女を取り上げるのにたいへんな苦労をしました。彼女を推薦

することに賛成の諸君は挙手をお庫品、します。…・・・なし。棄権する人は。…・・なし。全員一致

で採択されました。
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以上のようにして、地区ソビエトに提出される地区ソビエト執行委員会会議の13名の候補者

が決定した。次に党グループの会議は、地区ソビエトにおいて、誰がこれらの候補者を提案す

るかの議題に移り、慣習に従って、人民代議員である地区党委員会第ニ書記が提案することを

決定した。

さらに党グループ会議は、地区ソビエトで選出することになる地区ソビエト執行委員会を構

成する各部の部長の候補者について検討した。従来、部長の全員が地区ソビエト人民代議員で

あったが、今回は3分の2が人民代議員ではない人物が選ばれている。地区党委員会第一書記

は、 「部長というポストは、たいへん責任が重い仕事で、人民代議員が部長を兼任すると、余

計な負担を与える」ことになると説明した。このために、人民代議員が部長になるケースは少

なくなっている。地区ソビエトに部長の候補者を推薦するのは、地区ソビエト議長と決まっ

た。

地区ソビエト人民代議員は、地区ソビエトの中に設置されている15の常設委員会を構成して

いることについては、すでに述べた。党グループの会議では、地区ソビエトで選出される各常

設委員会の議長の候補者についても予め討議する。ここでは、今回の党グループ会議でおこっ

た唯一のハプニングを再現しよう。

地区党委員会第一書記「商業常設委員会の議長に、チューピン・ユーリー・アレクサンドロ

ヴィチ人民代議員(デパート“モスクワ"の支配人)を推薦したいと思います。彼は、この半

年間を見る限り、デパートに課せられた経済計画の達成に失敗しました。このような企業幹部

を推薦することについては、諸君の理解を得ることができないのではないでしょうか」

チューピン「デパート“モスクワ"は、計画の90%の商品しか販売できず、たしかに困難な

状態にあります。この原因は、商品がデパートに納入されなかったことにあります。私たち

は、商品の不足を、どこにも訴えることができないのです。商業常設委員会の議長への立候補

は、辞退しますJ

会場から「商品流通計画が達成されなかった責任は、具体的には誰にあるのですかJ

チューピン「“家具の家ぺモスクワ洋服、その他の多くの組織のせいですJ

会場から「“家具の家"は、 6月だけで425万ループリに相当する商品を納入していますJ

チューピン「私たちが、オクチヤーブリ地区の深刻な事態について、何も心配していないと

間違って理解されています。私たちは真剣に努力していますが、どうしても仕事がうまく進ま

ないのです」

会場から「彼の辞退を支持したいと思います」

地区党委員会第一書記「おそらく次回の地区党委員会ピユーロー会議で、この問題に党とし

ての判断をくだすことになるでしょう。採決しましょう。二つの提案がありました。一つは彼

を議長に推薦する、もう一つは辞退を承認する。彼を商業委員会議長に推薦することに賛成の

人は、挙手をお願いします。…...推薦しないことに賛成の人は、挙手をお原郎、します。・…・・棄

権する人は。…・・・なし。この結果、地区ソビエトにたいして、彼を推薦しないことにします。

ほかに誰か候補者がし、ますか」
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フヨードロフ(地区ソビエト書記)rザポーチナ・タチヤーナ・ヴィクトローヴナを推薦しま

す」

地区党委員会第一書記「グリゴーリエフを選出したいとする人民代議員もいます。彼は企業

の支配人ですが、以前、地区党委員会商業・日常サービス部員でした。私は、この提案は道理

にかなっていると思います。同志諸君、如何ですか。ザポーチナ・タチヤーナ・ヴィクトローヴ

ナを推薦するという提案もあります。彼女は地区党委員会商業・日常サービス部長、地区ソビ

エト商業委員会議長で、活動的人物です。そのほかに提案がありますか。…・・・なし。グリゴー

リエフを推薦することに賛成の人は、挙手をお願いします。…・・・反対の人は。…・・・なし。棄権

する人は。…・・なし。圧倒的多数で採択されました」

なぜ、引用した部分がハプニングかといえば、地区党委員会組織部が推薦したチューピン人

民代議員が党グループ会議で承認されなかったからである。通常は、地区党委員会の提案が、

党グループ会議で採択されないことはほとんどない。

地区ソビエト商業委員会議長に、地区党委員会の商業・日常サービス部員であった人物が候

補者として選出されたことは、地区党委員会と地区ソビエトの結び付きを証明している。

党グループ会議は、 15の各常設委員会議長を、誰が地区ソビエトに提案するのかについて検

討し、地区ソビエト書記を選出した。

このように党グループ会議は、地区ソビエトの大会に提出する地区ソビエト執行委員会の新

しいメンバーを決定した。さらに党グループ会議は、地区ソビエトの新しい会期が始まるにあ

たって、開会を宣言する人民代議員までをも決めた。

地区党委員会第一書記「同志諸君、地区ソビエトの新しい会期が始まるにあたって、誰に開

会宣言を委任するかについて協議したいと思います。慣習では、年長者がいつも開会宣言を

行っています。最古参は誰ですか」

会場から「アンナ・ヴ、エニアミーノヴナ・コヴァレールチュクです」

地区党委員会第一書記「その通りです。彼女は、たしかに最古参ですが、実際にはまだ若

い。彼女は、尊敬されている医者で、祖国戦争では活躍されました。反対はありません

か。……なし。採択されました」

すでに指摘したように、地区ソビエト人民代議員の中の56%、コムソモール員も含めると

74%の人民代議員が、地区党委員会に従属している。党員・人民代議員は全体の過半数以上を

占めており、党グループの会議には人事問題と大会の筋書きが事前に提案される。しかし、党

グループ会議の役割は重要であるにもかかわらず、人民代議員たちは党グループ会議におい

て、地区党委員会から人事問題などで十分な説明と相談を受けておらず、また人民代議員の間

でこれらの問題について議論しているわけではない。党員・人民代議員たちは、いわば地区ソ

ビエトにおいて、党の決議案が採択されるように単に動員されているだけである。

-34-



ソ連共産党の支配下の地方ソビエト

b. 地区ソビエト執行委員会の中の初級党組織

オクチャーブリ地区ソビエト執行委員会には、指導者も含めて86名の職員が勤務している。

彼らの中の党員数は、 1988年11月1日現在で、 53名(全職員の62%)である。党員の年齢別の

内訳は、次の通りである(21)。

30歳以下 3名 6%)

31歳以上-40歳以下 14名 26%) 

41歳以上--60歳以下 19名 36%) 

61歳以上 17名 32%) 

61歳以上の職員の割合が高いのが、目を引く。彼らの多くは、以前に地区党委員会で勤務し

たことのある年金生活者で、地区ソビエトは党指導機関員の絶好の天下り先となっている。地

区ソビエト執行委員会初級党組織ピユーロー会議の資料(22)によれば、党員を学歴別に見ると高

等教育終了者(大学卒)は39名(74%)、それ以外は14名(26%)で、高等教育終了者が多い。

53人の党員は、初級党組織を構成し、 3カ月に一度党員集会が開催されている。党員集会で

彼らは、地区ソビエト執行委員会の中で、党員としてどのような党活動をしているかについて

報告する。彼らは地区ソビエト執行委員会の職員として、地区ソビエトの決議事項を執行する

のが本来の任務であるが、党員である限り、共産党の決議にも拘束される。共産党の一党支配

が保陣され、地区ソビエトの決議と党の決議の間に矛盾や対立が存在しない場合は、職員たち

は地区ソビエト執行委員会の職員としての任務と党員としての任務の聞に、矛盾を感じていな

いのである。

1989年に開催された党員集会の数は4回で、議事項目(23)は次の通りである。

1989年2月

a/第34回オクチャーブリ地区党組織協議会について。協議会の代議員同志イクーシンの

報告。

b/第27回モスクワ市党組織協議会について。協議会の代議員同志地区ソビエト執行委員

会議長ラリオノーフの報告。

1989年4月

ソ連邦人民代議員選挙の総括と地方ソビエト選挙の準備に向けての党員の任務につい

て。

1989年8月

地区ソビエト執行委員会の党員および非党員にたいするイデオロギー的、大衆・政治

的、教育的活動に関する党組織の任務について。

1989年10月

現在における党員の任務について。

お
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上記の議題からわかるように、党員集会では地区ソビエトの活動について何か問題が提起さ

れ、政策論争が行われているわけではない。たとえば、 1989年4月の党員集会では、地方ソビ

エト選挙にむけての党員の任務が議題であったが、ポスターの掲示を誰が担当するかについて

打ち合わせを行っただけで、選挙にむけての共産党としての対策を議論したわけではない。

じつは、この党員集会が開催される1カ月前に実施されたソ連邦人民代議員選挙のモスクワ

民族区(定数1名)で、エリツインが党員候補者に圧勝しており、 1年後に実施される地方ソビ

エト選挙では、地区党委員会の敗北という危険性が迫っていたにもかかわらず、党員集会では

この問題は議論されていない。

ところで、オクチャーブリ地区ソビエト執行委員会の初級党組織は、下部党組織としての

「職場党組織」と「党グループJを有しておらず、党ビ、ユーローが初級党組織を直接に指導し

ている。党ピユーローは、 7名から構成されている。書記(地区ソビエト議長補佐官)と2人の

副書記(1人は地区ソビエト執行委員会カードル・セクター長、もう1人は議事録セクター長)

が、党ビューローの構成員である。副書記の1人はイデオロギー問題を、もう1人は組織問題

(党員費を含む)を担当している。

そのほかの4人の党ビューロー構成員は、地区ソビエト副議長、商業部の職員、 2人の事務職

員(タイピスト)である。

党員集会と党ビ、ユーローの会議では、党員の資格審査が実施されている。例えば1985年10

月から1988年10月までの3年間では、党員集会において2人の党員の報告、党ピ‘ユーローにお

いて12人の党員の報告が行われ、彼らの活動は承認された。他方で報告もなく単に機械的に活

動が承認された党員の数は、 20名に達する(24)。

オクチャーブリ地区ソビエト執行委員会の党ビューローの会議は、原則として毎月1回開催

されている。 1989年の党ビ、ユーロー会議議事項目をみると、たとえば「地区ソビエト執行委員

会職員の1990年度の新聞、雑誌の購読についてJ r1988年度の地区ソビエト執行委員会職員

の政治学習の総括と新年度における政治学習の組織化について」といったように、非政治的な

内容がほとんどである(25)。

4.結論

いったん政治権力を握った政党は、それを容易に手放すものではない 政治権力は、常に自

己目的化し、権力を集中させる傾向をもっ。ソ連共産党は、一党支配を徹底させており、地区

党委員会は、住民によって直接に選挙され、住民の利益を代表すべき地区ソビエトを支配して

いる。このためソビエトは、立法機関としての自立性を失い、ソ連国家の政策は共産党によっ

て決定されているのである。

共産党は一般には、高度に政治的な組織だと見られている。ここで「政治的」ということば

を定義すれば、政策を提言し、イデオロギーを説き、権力を掌握するために他の勢力と闘争す

ることである。つまり政治には、政策論争と権力闘争はっきものなのである。ところが地区党

委員会によるソビエトの支配は、イデオロギー的どころか、逆にたいへん非政治的なのであ

る。地区党委員会は、党幹部を地区ソビエトのカードルに配置し、地区党委員会の提案が地区
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ソビエトですみやかに採択されるように、党員・人民代議員を動員するだけである。ソビエト

は本来、政治の場のはずであるが、共産党に支配されることによって、政治が閉め出されてい

る。

なぜ地区党委員会の地区ソビエトにたいする支配は、非政治的になってしまうのであろう

か。その理由は、共産党が政治権力を独占し、対抗する政治勢力をもたないからである。共産

党は、自らの論理に基づいて、政治権力を維持するだけである。

しかし共産党によるソビエトのこのような支配は、社会が政治化すると、一挙に崩壊するこ

とになる。共産党による支配そのものが、国民によって政治の問題として提起されると、党は

この問題に政治的に対応することができないのである。

実際に、 1990年3月の地方ソビエトの選挙は、地方政治としてははじめて捜数候補制で実施

され、新しく誕生した政党は共産党の一党支配に政治的な論争を挑んだ。オクチヤーブリ地区

では、共産党の推薦する候補者は、この挑戦に対処できずに、相次いで落選してしまった。選

挙の結果、共産党に所属する人民代議員の割合は、全議席の20%に急落し、共産党は少数野党

に転落してしまった。

それにかわって、反共産党勢力である「民主ロシアJと「自由民主党」に属する人民代議員

が大幅に議席を獲得することになった。そして地区ソビエトの議長には、非共産党員が選出さ

れる事態にまで発展した。反共産党勢力の勝利を契機にして、地方ソビエトの機構の改革が実

施され、共産党の支配は完全に排除されることになった。そして、本稿の冒頭で述べたよう

に、 1991年8月クーデターの失敗を契機に、共産党は消滅することになったのである。

欄注ー

1初級党組織は、原則として、党員が3名以上いる職場に設置される。党員が2名以下の職

場の労働者、働いていない主婦、年金生活者は、居住区に設置される「地域初級党組

織」で党員登録が行われる。オクチャーブリ地区には、 10の地域初級党組織があり、

1989年10月現在で、 5597人が登録している。その内訳は、専業主婦が約150人、協同組

合(コーペラチーフ)で働く党員が約30人、残りの5400人(全体の97%)が年金生活者であ

る。年金生活者が圧倒的に多いために、地域初級党組織の活動は、活発ではない。

2 illaxHa3apoB，，COUHaJIHCTHQeCKaH lIeMOKPaUH~， M.， 1972 r. 

3本稿で用いる資料は、著者が1988年9月から90年5月まで、モスクワ市オクチャープリ地

区に滞在していた期間に、オクチャーブリ地区党委員会とオクチャープリ地区人民代議

員ソビエト執行委員会で収集したものである。当時、オクチャーブリ地区党委員会を訪

問するには、大きな困難が待ち受けていた。建物の入口では、民警が日夜警備について

おり、モスクワ市民さらには一般党員の訪問でさえ、厳しく制限されていた。著者は、

民警と何度も交渉を重ねたすえに、まずオクチャーブリ地区人民代議員ソビエト執行委

員会書記の訪問を許可された。

彼との定期的な接触を通して、オクチャーブリ地区の行政機構を学んだ。著者は、彼
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が建物内にある職員食堂を自由に利用できるように配慮してくれたおかげで、そこで最

初に地区党委員会機関員と地区人民代議員ソビエト執行委員会職員の名前と顔を覚え、

次に彼らの聞の人間関係を観察することができた。

彼らの多くは、出世主義者であるが、その活動は到底遵守することが不可能なほどの

厳しい規律によって拘束されている。このために、彼らの人間関係はぎしぎししてお

り、気の合わないもの同士はほとんど口をきかない。この緊張が、地区党委員会の中の

一種の「恐さ」を醸し出している。彼らの人間関係の観察は、資料の分析の際に、大い

に役だった。

著者は、最初の訪問から2カ月後に、地区党委員会第一書記補佐官と知り合った。そし

て、彼の紹介で地区党委員会の5人の部長にインタピ、ユーを行い、地区党委員会と地区ソ

ビエトの概要を知ることができた。この概要を通して、著者の念頭に浮かんできた問題

意識をもとに、第一書記補佐官と5人の部長を中心に、資料の閲覧を依頼した。その閲覧

がかなえられるとは思ってもいなかったが、挑戦してみた。著者の要求は、実際にほと

んどみたされることがなく、逆に疑われたリした。

しかし半年が過ぎたころから、特に第一書記補佐官、組織部長、イデオロギ一部長、

財政・経営部長が、著者の研究に関心を示すようになり、内部資料、例えば「議事録」

「速記録J r文書作業規定Jといった秘密資料までも提供してくれるようになった。こ

れらの資料は、一般党員はもちろんのこと、地区党委員会の議決機関のメンバーでさえ

も読むことができない貴重なものばかりである。最終的には、 309点の資料を入手した。

他方で、著者にたいする彼らの態度が厳しくなり、他の職員との交際や入手した資料

の保存方法について注意、を受けるようになった。このような機会に巡り会うことができ

たのは、ペレストロイカにともなう社会の雰囲気の変化があったからであろう。しかし

ペレストロイカを指導すべき共産党が当時、逆にペレストロイカの流れから遅れをとっ

ており、このような機会はまったくの偶然、と彼らの個人的な厚意によるものであったに

ちがし、ない

4オクチャーブリ地区についてのきちんとした統計が公表されているわけではない。この

ため、オクチャーブリ地区党組織協議会代議員に配布された資料を参考にした。

CTATlIqECKIIE IIOKA3ATEJIII. XapaKTepH3VIOIIlHe COUHaJIbHO・3KOHOMH"日CKoe

pa3BHTHe pa並OHaB瓦BeHa.lluaTO益IIHTHJIeTKe:MaTePHaJIbI江JIH.IleJIera TOB XXXIV 

RoHd>epeHUHH 0武TH6pbC民0益pa員OHHO益opra即日aUHHKIICC.

5 1991年3月の地方ソビエト選挙では、人民代議員の定数は150名に削減された。

6 CTATlIqECKIIE IIOKA3ATEJIII. xapaKTePH3VIOIIlHe COUHaJIbHO・3KOHOMlド四CKoe

pa3BHTHe pa益OHaB瓦BeHa瓦uaTO益 IIHTHJIeTKe:MaTePHaJIbI .IlJIH .IleJIeraTOB XXXIV 

EwHd>epeHUHH OKTH6pbCKO設Da語OHHO並ODraHH3aUHHKIICC. 

7 COCTABbI IIOCTOHHHblX KOMHCH誼.

8 7名の人民代議員の内の2名が非党員である。

9経歴については、すべて聞き取り調査。

10 R.ヒル、菊井鵡次訳『ソ連の政治改革』世界思想社、 1984年、 126頁。
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11 rビューロー会議Jは、 3カ月に一度開催される地区党委員会総会と総会の聞に、総会に

かわって重要な問題を決定する議決機関である。ピユーロー会議は、オクチャーブリ地

区党委員会の場合、 2週間に一度、木曜日の午後3時に、非公開で開催される。ピユー

ロー会議の構成人数を定めた規定はなく、通常は9名から13名前後である。この構成員の

任期は、特に定められておらず、オクチヤーブリ地区党委員会の場合は約2、3年であ

る。ピユーロー会議の構成員の内訳は、地院党委員会書記が3名、地区ソビエト議長、初

級党組織の書記が3名、企業長が4名、一般労働者が2名である。

12 ビューロー会議の議題は、 3ヵ月おきに作成される。議題の総数は、 1986年は144件、 87

年は137件、 88年は120件である。 1988年の議題を分類すると、党内問題は47件(39%)、

商業と教育問題は51件(43%)、企業の経営問題は22件(18%)である。

13 ビュー口一会議の資料は、地区党委員会の中の議題に関係する担当部が作成する。担当

部は、ビュー口一会議の15日以上まえに、担当責任者を中心に決議案、報告書、必要な

時には付録を作成する。担当部は、ピユーロー会議で提出された意見、批判をもとにし

て決議案を作成しなおすことになるが、実際にはほとんど訂正することはないという。

14地区党委員会総会は、 3ヵ月に一度開催される。会期は、ほとんどの場合、 1日である。

地区党委員会総会は、委員103名と委員候補23名から構成されている。

15 1990年1月現在、オクチヤープリ地区党委員会には、 900人のノーメンクラツーラがし、

た。その内訳は、地区党委員会総会委員が103人、ピユーロー会議のメンバーが13人、地

区党委員会機関員が58人、主要な企業の初級党組織の書記が約400人、大企業の支配人が

約200人、初級党組織の専従職員が124人である。

16 nPOTOKOJI NQ 3 3acellaHHH 61OPo OKTH6pbcKoro PK KnCC OT“26" HHBapH 1988r. 

17今回およそ30点の議事録を入手したが、そのパターンは同一である。

18 YCTaB KOMMVHHCTHqeCKO放rraOTHHCOBeTCKoro COlO3!!， M.， 1988. 

19 n江AHpa60TbI rraPTHHl刊誌 rpvrrrrbIOKTH6pbcKoro pa益OHHoroCOBeTa HapOllHbIX 

llerrVTaTOB. 

20 CTEHorPAMMA 3acellaHHH rraOTH訪日0話 rpvrrrrbIOKTH6pbcKoro pa話0阻まoroCOBeTa 

Hapo瓦HbIX江errVTaTOBr.MocKBbI OT 2 HIOJIH 1987 ro江a.

21 0TlIETHhI誼江oKJIAll rra PTH抗日oro61OPo rrePB~ドIHOH rraPTH滋HO誼 opraHH3allHH

arrrrapaTa HcrrOJIKOMa OKTH6pbcKoro pa益COBeTaHRPOllHbIX瓦errVTaTOB0 pa60Te 3a 

IIePHOll C OKTH6PH 1985 r.ロoOKTH6pb 1988r. 

22 TaKme. 

23 nJIAH oa60TbI rraOTH首Horo61000 rrePBH可HO負 rraPTHHHO益 opraHH3allHHarrrrapaTa 

EICrrOJIKOMa OKTH6pbcKoro pa説COBeTaHa 1 KBaPTaJI 1989r. 

24 0TlIETH副首瓦OK江A江 rraOTHHHoro61OPo rrePBHqHO並ロaPTH並HO並 opraHH3allHH

arrrrapaTa HCrrOJIKOMa OKTH6pbcKoro pa員COBeTaHaOOlll王bIX瓦errVTaTOB0 oa60Te 3a 

IIePHO瓦COKTH6PH 1985 r. rro OKTH6pb 1988r. 

25 nJIAH pa60TbIロapTH話Horo61OPo rrepBHQHO益 rraPTH話HO員 opraHH3allHHarrrrapaTa 

HCrrOJIKOMa OKTH6pbcKoro pa滋COBeTaHa 1 KBaOTaJI 1989r. 
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PyKOBO河CTBOKIICC MeCTHbIM  COBeTOM  

-sayqeHHe OKT.H6phCKOI'O pa並COBeTa1'. MOCKBhI， 1988-90 l'叩

ß~ypo HAKAMYP A 

B CBoe誼 CTaTbe，rrOCBHmeHHO益 aHaJUI3yOKTH6pbcKoro pa詰OHHoroCOBeTa r. MOCKBbI， 

aBTOp XOTeJI 6bI OCTaHOBHTbCH Ha MexaHH3Me H xapaKTepe pyKOBO江CTBaOKTH:6pbCKHM 

pa註OHHbIMCOBeTOM OKTH6pbcKoro pa誼OHHoroKOMHTeTa rrapTHH r. MOCKBbI. BbITeKaeT 

OTCIO瓦a，qTO pyKOBO)J;CTBO COBeTOM rrapTHH HOCHT HerrOJIHTHqeCKHH xapaKTep. 

ABTOp rr06bIBaJI OKTH6pbCKH説 pa話OHC 1988 ro瓦a rro 1990 H XO)J;HJI B OKTH:6pbCK班員

pa首KOM，可T06bI瓦OCTaBaTbrrapTH詰HbIeapXHBbI. 

OKTH6pbCKH誼pa益OHHbI並KOMHTeTロapTHHrrpeKpaTHJI瓦eH:TeJIbHOCTbrrOCJIe aBrycToBcKoro 

C06bITHH 1991 rO)J;a. KIICC pa3BaJIHJIaCb H3・3aOTCTaBKH M. C. rOp6aqeBa OT reHepaJIbHOrO 

ceKpeTapH IJ;K KIICC. 

OHa瓦OJIroeBpeMH 3aHHMaJIa rrOJIHTHqecKyro BJIaCTb B COBeTcKoM 06mecTBe H H:BJIHJIaCb 

e)J;HHCTBeHHOH rrapTHeH. 

KIICC CTpOHJIaCb rrO TeppHTOpHaJIbHO-rrpoH3Bo瓜CTBeHHoMyrrpH3HaKy. 

I1epBHqHbIe rrapTH誼Hble opraHH3a:[~HH B OKTH6pbCKOM pa誼OHeC03)J;aroTcH rro MecTy 

pa60TbI KOMMyHHCTOB H 06もe瓦HHHIOTCH:B pa益OHHbI訪日apTH益HbI話KOMHTeT. OCHOBO益rrapTHH

HBJIHIOTCH rrepBH可HbIeopraHH3a~HH. OHH C03瓜aIOTCHrro MecTy pa60TbI qJIeHOB rrapTHH - Ha 

3aBO瓦ax，φa6pHKax，B COBX03ax H瓜pyrHxrrpe河口pHHTHHX，B KOJIX03aX，可aCTHXBoopymeHHbIx 

CHJI， yqpem)J;eHHHX， yqe6HbIX 3aBe河eHHHXH T.rr. rrpH HaJIHqHH He MeHee Tpex qJIeHOB 

rrapTHH. 

B OKTH6pbCKOM paHoHe C03江aIOTCH TaK部 e TeppHTOpHaJIbHhle rrepBHqHhle 

rrapTopraHH3a~四王ロo MecTy祇 HTeJIbCTBaKOMMyHHCTOB. 

KI1CC， B cymHOCTH， COCTaBJIHJIa COBeTcKoe rocy)J;apCTBO. 

Ho  KOHCTHTy~HH CCCP 3aKperrJIHIOT e瓦HHyIOcHcTeMy opraHOB rocy)J;apCTBeHHO益BJIaCTH

- COBeToB Hapo江HbIX江erryTaTOB. B 3Ty cHcTeMy BXO瓜HTBepxoBI王国語 COBeT CCCP， 

BepXOBHbIe COBeTbI COI03HbIX H aBTOHOMHbIX pecrry6JIHK， a TaK祇 e MeCTHbIe COBeTbI: 

KpaeBbIe， paHOHHbIe， ropo河CKHe，paHOHHbIe B ropo瓜ax，rrOCeJIKOBbIe H CeJIbCKHe. 

BepXOBHbI益 COBeT CCCP， BepxoBHbIe COBeTbI COI03HbIX， aBTOHOMI王国X pecrry6JIHK 

HBJIπIOTCH BbICillHMH opraHaMH rocy江apCTBeHHO員BJIaCTHCOOTBeTCTBeHHO COI03a CCP  H 3THX 

pecrry6JIHK. BepxoBH副首 COBeTCCCP rrpaBOMOqeH pe皿 aTb Bce BorrpOCbI， OTHeceHHbIe 

KOHCTHTy~He並 CCCP K Be)J;eHHIO COI03a CCP. 

Mem瓦y rrpOqHM， Borrpoc 3aKJIIO可aeTCH B TOM， qTO KI1CC，瓜e説CTByH B paMKax 

KOHCTHTy~HH CCCP， ocymeCTBJIHeT rrOJIHTHqeCKOe pyKOBO)J;CTBO rocy瓦apCTBeHHbIMHH 

06meCTBeHHbIMH opraHH3a~HHMH， HarrpaBJIHeT H KOOp)J;HHHpyeT HX瓦eHTeJIbHOCTb.
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TIapTH益HbIe OpraHH3a~HH ， KOMMyHHCTbI， pa60TaIO~He B rocy江apCTBeHHbIX H 

06~eC1司BeHHbIX OpraHH3a~HHX ， ，lI;06HBaIOTCH rro Y cTaBy KOMMyHHcTHlieCKO誼ロapTHH

COBeTCKoro COI03a， liT06bI 3TH OpraHH3a~HH B rrOHHO負 Mepe ocy~ecTBHHHH CBOH 

KOHCTHTy~HOH}王ble ロOHHOMOliHH ， yCTaBHble rrpaBa H 06H3aHHOCTH， lliHpOKO BOBHeKaHH 

Tpy江田n;HXCH B yrrpaBHeHHe， pe皿 eHHe rrOHHTH可eCKHX，X03HHCTBeHHbIX H CO~HaHbHbIX 

BorrpOCOB. 

Ha  C'be3瓜ax，KOHφepeHn;HHX， C06paHHHX， C03bIBaeMbIX rocy江apCTBeHHbIMH H 

06~eCTBeHHbIMH OpraHH3an;HHMH， a TaKme B BbI60pHbIX OpraHaX 3THX OpraHH3a~既設， r瓜e

HMeeTCH He MeHee TpeX liHeHOB rrapTHH， OpraHH3yIOTCH rrapTHHHbIe rpyロロbI. OKTH6pbCKH誼

paHOHHbIH COBeT TOme HMeeT rrapTHHHyIO rpyロロy.

日oY cTaBy KOMMyHHCTl四eCKO量rrapTHHCOBeTCKOrO COI03a， 3a瓜a可e放3THXrpyrrrr HBHHeTCH 

rrpOBe広eHHe rrOHHTHKH rrapTHH B COOTBeTcTByIO~HX BHerrapTHHHbIX OpraHH3a~HHX ， 

yCHHeHHe BHHHHHH KOMMyHHCTOB Ha rrOHOmeHHe ，lI;eH B 3THX opra即日a~HHX ， pa3BHTHe 

rrapTHHHbIX HOpM HX 瓦eHTeHbHOCTH，yKperrHeHHe rrapTHHHOH H rocy，ll;apCTBeHHOH 

瓦HC~HrrHHHbI. 

TIapTH並HaH rpyrrrra OKTH6pbCKOrO pa話OHHoro COBeTa 3aHHMaeTCH BOrrpOCaMH rro 

paCCTaHOBKH Ka，ll;pOB， B 可aCHOCTH，rrpe，ll;Ce，ll;aTeH兄 paHHcrrOHKOMa，3aMeCTHTeHeH 

rrpe瓜ce，ll;aTeHH H CeKpeTapH rro rrpHKa3y OKTH6pbCKOrO pa員OHHoro KOMHTeTa rrapTHH. 

OKTH6pbCKH誼pa益KOMpyKOBO瓜HTpa益COBeTOMB CHe，ll;yIO~Hx BOrrpOCax. 

1) OTlieT ロpe江Ce，ll;aTeHH HcrrOHKOMa pa誼COBeTa，KOMMyHHcTa C yTBepm瓜eHHeM

rrapTHHHOH xapaKTepHcTHKH. 

2)可epe3 rrepBHliHyIO rrapTl査員HyIO opraHH3a~HIO B OKTH6pbCKOM pa首班crrOHKOMe

rrpOBO瓜HTbrroHHTHKy rrapTHH. 

3) PaccTaHoBKa Ka瓜pOBOKTH6pbcKoro pa首OHHoroCOBeTa. 

3TH CrrOC06bI HBHHIOTCH HerrOHHTI何 eCKHM. TIOTOMy可TO3TH CrrOC06bI rr03BOH尻町ry6HpaTb 

rrOHHTHliecKyIO 60Pb6y B pa設COBeTe.
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